
麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1
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3

4
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6

7

8

9
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12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

（１）定期試験（筆記）を実施する　（２）発表・授業参加度
成績評価基準はＳ（９０点以上）・Ａ（８０点以上）・Ｂ（７０点以上）・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

発表・授業参加度 ◎ 20%

内閣・裁判所 テキスト第五章Ⅲ，Ⅳに目を通すこと

テキスト第四章Ⅶ前半に目を通すこと

勤労の権利、労働基本法

※　主たる方法：○　　その他：△講義 ○ 演習： 実習： 実技：

テキスト第一章に目を通すこと

象徴天皇制と国民主権 テキスト第二章に目を通すこと

幸福追求権 テキスト第四章Ⅰに目を通すこと

平等権 テキスト第四章Ⅱに目を通すこと

家庭生活における平等 テキスト第四章全体に目を通すこと

テキスト第四章Ⅶ後半に目を通すこと

目標

裁判所見学及び模擬裁判 事前学習

裁判所見学及び模擬裁判 同上

80%

まとめのテストと解説 全体の復習及びテーマ学習をしておくこと。

科目名 日本国憲法

科目名（英） Ｃｏｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎａｌ　Ｌａｗ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

日本国憲法

社会権

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要

憲法は国の基本法といわれています。憲法は何のためにあるのか、憲法は何を守るためにあるのかについて理解し、そこ
を出発点にして基本的人権、三権分立、国民主権等の憲法の基本原理の理解を深めていきたい。
憲法の諸問題は、私達の生活に直接関係ないように思えるかもしれませんが、実は身近なものであることを事例を用いつ
つ学んでいきたい。」

学習目標
（到達目標）

精神的自由権 　テキスト第四章　信教の自由、思想良心の自由、表
現の自由などを重点的に理解しておいてください。

人身の自由 テキスト第四章Ⅶに目を通すこと

確認テスト、人身の自由 重要テーマの復習をしておくこと

○

憲法の人権規定についてどのような権利があり、その性質の違いを説明できるようになる。

憲法上問題になっている事例について、自分の意見をいえるようになる。

権力分立について、その具体的システムとともに説明できるようになる。

ミニッツペーパーの提出などで、毎回の授業内容を確認できるようになる。

テキスト第五章Ⅰ，Ⅱに目を通すこと

授業項目・内容 授業外学修指示

憲法の全体構造

国会

担当者実務経験

大谷美咲

四年制大学および短期大学教員

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能
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技能
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その他
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○
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担当者実務経験

眞﨑　明日香

乳児院において、保育士として勤務

２単位

２０２２年度

時間数

実施時期

３０時間

前期

乳幼児の発達の道筋に沿ったかかわりへ応用することができる。

乳児保育の目的・役割や課題について考え、説明することができる。

乳幼児期の保護者の気持ちを理解して悩みを共有したり寄り添う対応ができる。

わらべ歌や手遊び、絵本などの保育を適材適所実践できる。

乳児の個性や発達状況、主体性を尊重した対応ができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ガイダンス　乳児保育の必要性

０・１・２歳の教材研究(手袋シアター)

◎

科目名 乳児保育Ⅰ

科目名（英） infant nursery Ⅰ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

同文書院　初めて学ぶ乳児保育　萌文書林乳児保育　保育所保育指針

わらべ歌、絵本が乳児にもたらすもの

対象学科・学年 こども未来学科３年生

授業概要
近年少子化にもかかわらず社会的需要が高まる乳児保育。子供が成長するうえでの基礎となる生活習慣、愛
着形成などの発達課題を学び、乳児そのものへの愛情深い関わり、発達の理解と乳児保育の技術を習得す
る。また乳児保育を実践するための責任感や心構えを考察を通してより深く自覚していく。

学習目標
（到達目標）

乳幼児の遊びと環境構成 パソコンを準備すること

乳幼児の健康と安全管理 パソコンを準備すること

園外保育と安全管理（東領公園）

エピソードワーク②デジタルメディア

エピソードワーク③問題行動

80%

まとめ　受け入れ演習 パソコンを準備すること

乳児のこころと人との関わり パソコンを準備すること

パソコンを準備すること

エピソードワーク①食事

※　主たる方法：○　　その他：△講義 ○ 演習： △ 実習： 実技：

パソコンを準備すること

乳児保育の基本的知識と理解 パソコンを準備すること

胎児期、新生児期の発達と理解 パソコンを準備すること

乳幼児の発達を捉える（0～１歳） パソコンを準備すること

乳幼児の発達を捉える（１～２歳） パソコンを準備すること

目標

履修上の注意

評価方法

(１)正試験の実施(２)授業への取り組み(３)乳児保育に関する発表内容　以上を以下の観点・割合で評価を行う。
成績評価基準は、Ｓ(９０点以上)・Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ(６０点以上)・Ｄ(５９点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

発表内容 ○ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
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履修上の注意 近大のＳＣ履修の規定により、遅刻・欠席は単位修得不可とする。

評価方法

(１)ＳＣの出席(２)授業への取り組み(３)教材の完成度(４)演習での発表内容　以上を以下の観点・割合で評価を
行う。成績評価基準は、Ｓ(９０点以上)・Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ(６０点以上)・Ｄ(５９点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

ＳＣの出席

意欲・関心・態度 ○ 30%

発表内容 ○ ○

※　主たる方法：○　　その他：△講義 ○ 演習： ○ 実習： 実技： △

教材作成に必要な材料を持ってくる

演習:乳児保育における教材の研究[手袋シアター作成] 教材作成に必要な材料を持ってくる

演習:乳児保育における教材の研究[手袋シアター発表] 教材作成に必要な材料を持ってくる

演習:乳児保育における教材の研究[まとめと考察]

乳児期の発達

目標

○ 10%

科目名 乳児保育ⅡＳＣ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

作品

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども未来学科３年生

授業概要
講義や演習を通して乳児保育の理念や役割を学ぶ。グループ演習で、乳児期の子どもへの対応や保護者へ
の支援など、保育者としての基本姿勢を学ぶ。また、乳児の年齢や発達を考慮した教材研究のワークを通し、
乳児保育についての理解を深める。

学習目標
（到達目標）

乳児保育における基本的知識と援助

グループ演習:実習先の乳児との関わりを通して

保育者と保護者との連携と子育て支援

○ 30%

30%

乳児保育の理念と乳児保育の役割について学ぶ。

乳児期の子どもの発達について学びその生活や遊びについて理解することができる。

保護者と保育者、関係機関の望ましい連携について考えられる。

乳児の発達や月齢を理解した上で乳児保育に使用できる教材を作成、発表できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

乳児保育とは何か。乳児保育の重要性

担当者実務経験

眞﨑　明日香

乳児院において、保育士として勤務

１単位

２０２２年度

時間数

実施時期

１6時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
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担当者実務経験

山下琢也

病院・高齢者施設にてソーシャルワーカー

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

「福祉とは」についての概要を理解し、それを説明することができる。

福祉における重要な考え方である、「ノーマライゼーション」について理解し説明することができる。

年金制度の概要について理解し、自身の置かれている状況を理解することができる。

「ストレングス」「エンパワメント」の概念をもとに、人と関わる上で重要な事柄について理解することができる。

「福祉」が他人事ではなく、大いに自身の生活に関連することを理解し、

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション

科目名 社会福祉

科目名（英） Social Weｌfare 

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

講談社　「コメディカルのための社会福祉　第4版」、教員自作PPT、プリント

診療報酬制度について

対象学科・学年 こども未来学科３年生

授業概要
「福祉」を堅苦しい内容のものではないことを感じ、また、様々な社会現象や問題が自分たちからほど遠いこと
ではなく、身近な部分とつながっていることも理解できることをめざす。

学習目標
（到達目標）

バリアフリーとユニバーサルデザイン② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

ノーマライゼーション① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

ノーマライゼーション② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

「ソーシャルワーク」とは？　支援するとは？

年金制度について② 自身の年金制度の加入状況を確認すること

介護保険制度について① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

80%

介護保険制度について② 定期試験の向けて、これまでの授業内容を確認しておくこと。

○

社会福祉基礎構造改革について 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

年金制度について①

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

「福祉」とは？　～何気なく過ごしている日常に福祉は存在する～ 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

「強み、力づける」①　エンパワメントの概念 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

「強み、力づける」②　ストレングスの概念 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

バリアフリーとユニバーサルデザイン① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

履修上の注意
　毎回の授業でパソコン（パワーポイント）を使用します。可能であれば様々な動画を通じて考える機会を設けたいと思いま
すので、動画放映の準備をお願いします。出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えません。

評価方法

授業中の積極性を加味し、期末試験（筆記）を実施する。以上を下記の観点割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

発表・授業参加度 ◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
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○

○

○

○
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15

履修上の注意 出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない

評価方法

（１）定期試験（筆記）を実施する　（２）授業への参加態度（グループワーク・ふり返りシート提出）
成績評価基準はＳ（９０点以上）・Ａ（８０点以上）・Ｂ（７０点以上）・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

グループワーク ◎ 20%

日常の保護者との関わり方－事例研究 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

障害のある子どもをもつ保護者への支援―事例研究

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

よりよい子育て支援のために－保護者の心を支える子育て支援の必要性 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育て支援に活かすカウンセリング理論－来談者中心療法　　　　　　　　　　　　 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育て支援に活かすカウンセリング理論－精神分析療法 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育て支援に活かすカウンセリング理論－アドラー・ユング・交流分析 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

精神疾患の疑いのある保護者の理解と対応―事例研究 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

ビデオから学ぶ　プロフェッショナル「保育士　野島千恵子」 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

80%

保育者として自分と向き合う―自己理解と職場の人間関係 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

科目名 教育相談

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

グループワーク「人が人を理解するとは」

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要

近年、子どもとうまく関われない、人間関係がうまく作れない保護者が増えてきており、保育者の間で、保護者対応がむつ
かしいという声を聞くようになった。保育者に子どもたちや保護者、地域の相談に適切に応じることのできる資質が求めら
れている。この授業では保育者が保護者と子どもとの良い関わりを築き、そして保護者が子どもと良い関わりを築いていく
ために役立つ心理学やカウンセリング理論、対人関係の技術の修得を目指す。

学習目標
（到達目標）

子育て支援に活かすカウンセリング理論－行動療法・論理療法 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育て支援に活かすカウンセリングの技法－専門性としてのスキル 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育て支援に活かすカウンセリングの技法－カウンセリングのスキル 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

○

幼児、保護者が抱える問題の相談に対応できるカウンセリングの諸理論と方法を説明できる

保育現場における子ども、保護者の問題に対して対応策を設定してそれを説明できる

支援者として身につけるカウンセリングマインドの重要性を説明できる

カウンセリングスキルを身につけ相談された際にどのように対応したらよいか説明できる

他者からの助言がなくても相談者のもつ心理的、社会的側面へ配慮することができる

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

科目ガイダンス　教科の目的と授業法・構成的グループエンカウンター

日常の保護者との関わり方－保育者の毎日と保護者との接点

担当者実務経験

矢野隆子

カウンセラー歴28年

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

渡辺　裕子

児童発達支援センター　元園長

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

発達には段階があり、各段階にはそれぞれ発達上の課題があることを理解する。

発達の多様性について理解することができる。

発達上の課題を効果的に支援する方法について説明しることができる。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

発達心理学とは、発達のとらえ方　遺伝と環境

青年期の特徴

○ ◎ ◎ 10%

○

科目名 保育の心理学

科目名（英）  developmental psychology

単位数 担当者

実施年度

発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・テキスト　発達心理学～乳児期から老年期まで～　近畿大学九州短期大学　　　・参考資料とワークプリント
を適宜配布する

成人の生きがい

対象学科・学年 こども未来学科　3年

授業概要
この講義では、人間の発達について理解を深めることを目指します。乳幼児期、児童期、青年期までの各段階
の特徴を、知覚と運動、知能と言語、感情、遊びと社会性などの観点から説明します。さらに成人期、高齢期
の発達特徴と課題について「生きがい」と関連して説明します。

学習目標
（到達目標）

社会性の発達　対人関係、親子関係、愛着
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

自己概念（仲間との関係）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

自己概念（セルフイメージ）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

デスエデュケーション
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

心理的アプローチと支援
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

70%

自己分析、全体の振り返り 授業内容に係る確認テストを実施するので、ノートや
配布プリントなどを再確認しておくこと

成人期、高齢期の特徴
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

心理検査について（発達検査と認知症検査）

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技： △

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

現代の発達理論
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

運動発達、身辺自立
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

言語の発達、コミュニケーション
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

感情の発達、遊び
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）授業の中でワークプリント作成を実施する。　（２）定期試験（筆記）を実施する。以上を次の観点・割合で評
価する。　成績評価基準はS（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

ワークプリント作成 ◎ ◎ ◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

安部　知世

発達障害の病院で医療保育専門士と
保育園で保育士として勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

乳児期から高齢期までの発達を知り、人間の発達に乳幼児の関りが将来どう繋がっていくのかを理解する。

家族関係を学び、子どもの行動や言葉の意味を背景を想像しながら、包括的な視点を持つことができる。

保護者自身の育ちや子育ての背景を理解し、思いやりのある言葉がけや関わりができる。

子どもの環境と発達を理解し、配慮することができる。

子どもの発達のこころの健康について知り、配慮した関りができる。

パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ガイダンス　乳児期の発達

◎ ◎ ◎ 30%

〇

科目名 子ども家庭支援の心理学

科目名（英） infant nursery

単位数 担当者

実施年度

発表・作品

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

子ども家庭支援の心理学

特別な配慮を要する家庭

対象学科・学年 こども未来学科　3年

授業概要

乳幼児から高齢者までの発達の流れを理解して、縦軸での発達を学ぶ。子どもの周りの家族の機能や家族関係を理解し、子どもだ
けでなく家族支援としてどう家族を支えていくのかを学び、考えながら保育士としてできる配慮を学ぶ。多様な家族の背景を知り、子
どもの生活や生育環境と子どもの心身の発達がどう関連していくのかを学び、配慮した関わりを学んでいく。
アクティブラーニング形式で保育現場で活かせる力を身につけていく。

学習目標
（到達目標）

高齢期の発達 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

家族・家庭の意義と機能 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

家族関係・親子関係の理解 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

子育ての経験と親としての育ち

パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

ライフコースと仕事・子育て パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

多様な家庭とその理解 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

〇 20%

子どもの生活・生育環境とその影響 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

子育てを取り巻く社会的状況 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事
パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

子どものこころの健康にかかわる問題

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技： △

パソコンの準備をすること

幼児期の発達 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

学童期の発達 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

青年期の発達 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

成人期・中年期の発達 パソコンの準備をすること
宿題：配布資料の該当範囲を事前に読んで、グループ毎に発表の準備をする事

履修上の注意

評価方法

1）授業中に演習、終了後に小テストを実施する。
2）レポートの提出。
以上、出欠も含めて全体的に下記の観点、割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト 〇

宿題・レポート ◎ 〇 ◎ 50%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

◎

◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 3回以上の欠席は、単位修得を認めない。

評価方法

①授業態度②実践に対しての取り組み③出席率を以下の観点から評価する。評価を行う成績評価基準はS（90
点以上）、A
（80点以上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

出席

実践に対しての取り組み ○ ○ ○ 30%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 △ 演習： 〇 実習： 実技：

就職ノート持参

求職票受付面接に向けて～保育の仕事をする上での自分の強みとは～
就職ノート持参

求職票受付面接に向けて～自分の目指す職種の研究～ 就職ノート持参

卒論に向けて～保育者になるために今後学習していきたいテーマ研究～

卒論に向けて～保育者になるために今後学習していきたいテーマ研究～

目標

○ 30%

科目名 保育・教職実践演習

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

意欲・関心・態度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 こども未来学科　3年

授業概要

これまでの講義で習得してきた知識や技術の総仕上げとして、演習を通して保育者としての実践力を高めるこ
とを目指す。また、現場で活躍する保育者や卒業生の講話など見聞する機会を設け、自分の保育観をつくる
機会とする。

学習目標
（到達目標）

オペレッタに向けて～保育における創作劇製作①～

オペレッタに向けて～保育における創作劇製作②～

オペレッタに向けて～保育における創作劇製作③～

○ 40%

幼稚園教諭・保育者として備えるべき姿勢や心構え、役割などの基本的な事項を理解し説明できる。

保育者として今の時点での自分の保育観を見出すことや考えることができる。

保育者としてチームで研究を行ったり、制作を進めたりするための協調性を養うことができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

求職票受付面接に向けて～自分の保育観とは～

担当者実務経験

上村仁美・下川武志・稲永奈歩1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

川端　いづみ

養護教諭

1単位

2022年

時間数

実施時期

16時間

前期

救命救急の方法を理解し、実践できる。

赤ちゃんの抱っこ、沐浴、おむつ交換を実践できる。

バイタルチェック、包帯法、止血法を習得できる。
グループでの活動に積極的に参加し、自分だけでなくメンバーによい影響を与えることがで
きる。

授業項目・内容 授業外学修指示

子どもの健康と安全についての概念

〇 30%

〇

科目名 子どもの健康と安全ＳＣ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

振り返りのレポート作成

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「よくわかる子どもの保健　第３版」

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要
子どもの健康と安全について考え、現場で役立つ救急時の対応を身につける。また、赤ちゃんの沐浴や抱き
方、布おむつの替え方を習得する。

学習目標
（到達目標）

包帯法、演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

子どものケガ及び安全対策、応急処置の方法、演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

2日間のまとめと振り返り モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

◎ 〇 50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

スクーリングのオリエンテーションと目標設定

新生児の抱き方、おむつ交換の演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

沐浴の演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

新生児、乳児、幼児の心肺蘇生、法演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

バイタルサインの測定、演習とテスト モデル人形を使って練習し、グループ全員が合格す
るまで協力してテストを受ける

目標

履修上の注意 遅刻欠席は認められない(該当する場合は再履修となる)。

評価方法

対面授業への参加状況と、意欲、達成度を評価する。成績評価基準はＳ(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以
上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

演習とテストの技能点
グループ内での協働・参加状

況
◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

△ ○ △

△ ○ △

○

○ △

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

渡邊　裕子

児童発達支援センター　元園長

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期

児童発達支援センターの園児との関わりを通して、児発の役割や保育内容を理解する

園長先生の講義を通して、児発の役割や保育内容の理解を深めることができる

障害を持つ子どもとその家族について関心を持ち、保育士に求められることを考える
グループワークに積極的に参加し、事例分析を行うことを通して、他者の意見を折り混ぜながら障がい児の療育
について学びを深めることができる

授業項目・内容 授業外学修指示

1日目　児童発達支援センターの概要説明

○ ◎ ○ 20%

○ 30%

科目名 障害児保育SC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

グループワークへの参加状況

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要
本スクーリングでは、1日目に児童発達支援センターでの1日体験を行い、この体験をベースに2日目には園長
先生による講義を実施する。この2日間を通して、障害を持つ子どもたちとその家族に必要な保育･支援の基
礎的理解が深まることをめざす。

学習目標
（到達目標）

2日目　事例の検討（グループに分かれて） 事例を提示し、グループで検討し、劇にして発表する
ための準備を行う

2日目　事例検討の発表（劇にする） 劇の発表と質疑応答

2日目　全体を振り返って 全体の講評とまとめの講義

◎ 20%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

園長先生より講義

1日目　児童発達支援センターの保育参加 グループに分かれて各クラスの保育に入る

1日目　体験を通しての疑問、改めて児発センターの役割を知る 保育に入って感じた疑問等を質問し、児童発達支援
センターや専門職の役割や現状について学ぶ

1日目　振り返りのレポートを記入 体験しての感想レポートを記入し提出

2日目　レポートより質問に答えて 園長先生より前日のレポートからの疑問に答えて知
識の深堀りを行う

目標

履修上の注意 遅刻・欠席は認められない（該当する場合は再履修となる）。

評価方法

スクーリングにおける参加状況と意欲点として評価する
成績評価基準はＳ(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

保育への参加状況

振り返りのレポート① ◎ △ ○ 30%

振り返りのレポート② ◎ ○



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口　直子

児童発達支援センター・心身障害福祉セ
ンター　保育士・臨床発達心理士

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期

目標

DVDの視聴から保護者の想いを汲み取る事が出来る。

汲み取った保護者の想いを基に保育者の対応・支援を考える事が出来る

保育における相談援助の基礎知識が習得できる

保育における保護者支援の制度や療育の流れが説明できる

保育における相談援助の必要性が説明できる

レポート提出 ○ 30%

授業項目・内容 授業外学修指示

保育における相談援助とは

○ 30%

科目名 子育て支援SC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要
保育者として必要とされる相談支援活動の基礎を習得し、こどもの発達支援と保護者支援の側面からDVDや
事例を通して相談援助の基盤と「保護者の想い」や「こどもが集団の中で育ちあう大切さ」・子ども支援を取り
巻く環境・制度の理解を深めていく。

学習目標
（到達目標）

集団の中で育ちあう子どもたち

保育における保護者支援の制度

振り返り・まとめ

○ 10%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

DVD視聴　「たったひとつのたからもの」

演習：「たったひとつの宝物」から学ぶ　保護者の想い

講義：こどもの療育・発達における相談援助

発達支援と保護者支援

履修上の注意 近大の履修規定により遅刻・欠席は単位習得不可とする

評価方法

（１）SCの出席　（２）授業への意欲・関心・態度　（３）演習における発表内容　（４）授業レポート　以上を以下の観
点・割合から評価を行う。成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点
以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

SCの出席

意欲・関心・態度 ○ 30%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎

◎

○ ◎

○ ◎ ○

回数

履修上の注意 遅刻・欠席の場合近畿大学の履修規定により、単位習得不可とする。

評価方法

（１）SCの出席（２）事前レポート　目標シート（３）事後レポート（４）意欲・関心・態度を以下の観点・割合で評価す
る。成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

（１）SCの出席

（２）事前レポート　目標シート ◎ ○ 30%

○ 10%

1
日
目

施設実習持参書類などの最終確認 テキスト　実習日誌　必要書類を持参する

日誌・指導案の記録について　実習における諸注意 テキスト　実習日誌　必要書類を持参する

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

科目名 保育実習事前事後指導Ⅰ（施設）SC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度 担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

１６時間

前期

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

石橋裕子他編「新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育所・児童福祉施設等　実習ガイド　第２版」同文
書院　2018年

対象学科・学年 こども未来学科３年

授業概要
施設実習指導の意義・目的・内容といった保育実習（施設）の全体的な枠組みを概説する。それに続いて、具
体的な内容を通して児童福祉施設実習についての授業を行う。施設実習にあたっての実習前にすべき事柄・
実習記録の作成の仕方などを学び、実習先の施設の理解や職員の支援の理解・入所児の理解に繋げていく

学習目標
（到達目標）

目標

保育実習（施設）の全体的な枠組みを理解し、実習に挑む心構えを作る事が出来る。

施設実習へ向かうにあたっての実習における具体的な目標を項目毎に立てることが出来る

実習の総括と自己評価を行い、新たな課題や学習目標を明確にする。

振り返りを行う中でクラスメイトと自分の実習の体験や課題を共有する事が出来る

（４）意欲・関心・態度 ◎ 30%

授業項目・内容 授業外学修指示

施設実習に関する基礎理解と注意点

◎ ○ 30%（３）事後レポート

テキスト　実習日誌　必要書類を持参する

施設における保育内容と養護 テキスト　実習日誌　必要書類を持参する

施設の役割と機能について テキスト　実習日誌　必要書類を持参する



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

30%実習施設の評価 ○ ○ ◎

担当保育者の指導や助言に従い、積極的に保育実習に参加す
る事

⒑
日
間

履修上の注意 実習要件科目の単位をすべて修得していること

評価方法

①実習日誌・事後レポートなどの提出物　　②実習施設の評価　　③勤務状況等を総合的に評価する成績評価
基準はS(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

提出物 ◎ 50%

実習： ○ 実技：

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要

保育士資格を取得するために児童福祉施設（保育所以外）で行う実習。乳児院・児童養護施設・母子生活支援施設などの
養護施設や障害児入所施設・障害者支援施設などの障害者施設で実習を行う。10日間の実習で、次の内容を体験的に学
ぶ①施設における1日の流れ　②子どもや障害者への理解を深める　③施設保育士の業務内容や職業倫理について学ぶ
④施設の技術や記録方法について実践的に学ぶ　⑤保育士を志すものとして自覚を高める

学習目標
（到達目標）

３　こどもを取り巻く社会や家族の問題について理解する

４　日誌の書き方を学ぶ

目標
施設現場で養護と療育を経験することにより、これまで学習してきた理論や技術が、保育の実践と具体的にどのよ
うにつながるか理解することができる

実践を通じて、保育の技術、能力を向上させる

自分なりの保育観や子ども観を深め確立する

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習：

科目名 保育実習Ⅰ（施設）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

勤務状況等

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園・保育所・児童福祉施設実習ガイド幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定子ども園教
育・保育要領保育所保育指針解説書

授業項目・内容 授業外学修指示

◎ 20%

○

施設実習では以下の観点から施設における保育がどのようにな
されているのかを理解する

１　施設の内容・昨日などを理解する
　　（１日の流れ、こどもの活動など）

２　施設保育士の職務内容および役割
また、ほかの職員とのチームワークなどの理解

手遊び、歌遊び、絵本の読み聞かせなど
の教材や設定保育など施設実習に向けた
準備をする・各自の実習のねらい、課題を
明確にする・実習後の日誌作成のまとめ
と、実習の反省と課題を明確にする

担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

80時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

１単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期

自身の課題・今後の学習課題について再確認することができる

保育者になるという前提を基に明確な実習に対する目標を持つ事ができる

教材研究を通して自身と向き合い、自身の強みに気づく事ができる。

自身の強みを保育に活かし、より実践的な教材研究を行う事ができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

実習目標シート作成

○ ◎ 40%

科目名 保育実習事前事後指導ⅡSC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

石橋裕子他編「新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育所・児童福祉施設等　実習ガイド　第２版」同文書
院　2018年

対象学科・学年 こども未来学科　3年

授業概要
「保育実習」「教育実習」での自己評価と課題・反省を踏まえ、今後自身が保育者として働く上で必要な心構
え、スキルについて再確認を行う。また、教材研究を行い、自身の長所を生かせる保育を創造していく。

学習目標
（到達目標）

○ 10%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

保育教材発表①

保育教材発表②

講義「今までの実習の振り返りを踏まえて」

目標

履修上の注意 遅刻・欠席の場合、近畿大学の履修規定により、単位習得不可とする

評価方法
言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

SCへの出席

授業への参加・意欲・発表 ○ ◎ 50%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

20%

○ ◎ 50%

○

◎

科目名 保育実習Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者 上村　仁美2単位 時間数 80時間

実施年度

勤務状況等

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園・保育所・児童福祉施設実習ガイド幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定子ども園教
育・保育要領保育所保育指針解説書

対象学科・学年 こども未来学科３年

授業概要
前回の保育所実習を生かし、子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状況に応じた保育の実践、さらに子育
て支援としての保育所の役割を踏まえた保育実践に努める

学習目標
（到達目標）

目標

「保育実習Ⅰ」を通して学んだ技術と理論を基礎として、保育士として必要な資質、能力、
技術を向上させる

子育て支援をするために必要ン亜知識・技術とニーズに対する理解力・判断力を養うこと
ができる

担当者実務経験

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： ○ 実技：

児童養護施設にて保育士として勤務2022年度 実施時期 前期

授業項目・内容 授業外学修指示

実習園の評価 30%

1

保育実習Ⅱでは、以下の観点から保育士としての実践力を高め
ていくよう努める

①子どもの年齢や発達に応じた保育や遊びの展開を行う
②その場の状況に応じた子どもへの対応と保育について理解す
る
③問題のある子どもや保護者に対する対応について理解する
④延長保育や休日保育、育児相談など子育て支援事業の理解
⑤保育の計画、実践、観察、記録及び自己評価等の実践と理解
　　（部分実習、全日実習、査定実習）
⑥保育士としての自己の課題を明確化する

できるだけ、部分実習や全日実習を行い、実践力を養うよう努め
ること

手遊び、歌遊び、絵本の読み聞かせなど
の教材や設定保育など保育実習に向けた
準備をする・各自の実習の狙い、課題を明
確にする・実習後の日誌作成のまとめと、
実習の反省と課題を明確にする

履修上の注意
・実習要件科目の単位をすべて修得していること
・保育実習Ⅰ（保育所）および保育実習Ⅰ（施設）を終えておくこと

評価方法

①実習日誌・事後レポートなどの提出物　　②実習園の評価　　③勤務状況等を総合的に評価する成績評価基
準はS(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

提出物

○ ◎



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

中村寛子/小賀直美/石丸真理子/木下美智子/長谷
川裕子/藤田一美/古田淳子

近畿大学九州短期大学特任講師（中村）

音楽の基本知識となる「楽典」の習得、音符や休符、表紙、記号等の知識

ピアノ演奏実技の習得（正しい運指、テクニック、左右の手のスムーズな動き、バラバラな動きに対するスムーズな動き

声楽の基本実技の習得（正しい音程、呼吸法、リズム等）

ピアノ演奏における表現力の習得、強弱、スタッカート、レガート、マルカート、レッジェロ等）

練習

授業項目・内容 授業外学修指示

バイエル93番

練習

◎ 40%

◎

科目名 音楽表現Ⅲ

科目名（英） Music　PerformanceⅢ

単位数 担当者

実施年度

スタンプ取得

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・近畿大学九州短期大学発行/ピアノ教本、声楽教本
・ヤマハミュージックメディア発行/はじめての楽典ブック
・チャイルド社発行/子どもの歌100
・音楽之友社/バイエル教則本・講師作成の楽譜（ファイル保管）

練習

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要

保育の現場では、音楽は必須のものとなる。朝登園後「おはようの歌」、昼食には「お弁当の歌」、お昼寝時には「お休みの歌」、降園時には「お帰りの歌」、その他にも自然や季節を
感じて感性を高めるために「様々な季節の歌」、「遊びうた」、誕生会等の行事に行進を促す「行進曲」等。その音楽をすべて、保育士が把握をし、ピアノで伴奏していかなくてはいけな
い。この授業ではできる限り沢山の曲を歌い、ピアノ演奏する。そのために必要な技術、知識を身に付けるものである。1年生の間は、とにかくピアノになれること、ピアノを嫌いになら
ないこと、楽譜を読めるようになること、正しい音程で歌えるようになること、等を目標にして授業を進める。3年生は更に、単位実習、採用試験、ピアノ発表会があるため、実習先から
もらってくる曲や、採用試験曲を最優先に授業に臨む。従って、授業としての課題は多くは設定せず、臨機応変に対応する。

学習目標
（到達目標）

アンパンマン体操 アンパンマン体操・自宅練習

練習 練習

ぼくのミックスジュース ぼくのミックスジュース・自宅練習

練習 練習

練習 練習

50%

前期試験

手のひらを太陽に 手にひらを太陽に・自宅練習

練習

1年生になったら

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： ○ 実習： 実技：

バイエル93番・自宅練習

バイエル94番 バイエル94番・自宅練習自宅練習

せんろはつづくよどこまでも せんろはつづくよどこまでも・自宅練習

練習 練習

お化けなんてないさ おばけなんてないさ・自宅練習

1年生になったら・自宅練習

目標

履修上の注意
ピアノはとても難しい楽器である。毎日継続して練習しなければ、弾けるようにはならない。授業外でも参煮の
反復練習が必須である。

評価方法

1曲ごとに合格し、すべての曲に合格しなければいけない。また、授業外練習も重要になるため、意欲、態度は非
常に重要となる。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ○ 10%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
黒の水性ボールペンを用意　最終回は暑中見舞い用のはがきを用意
履歴書実物を用意しておくこと

評価方法

（１）授業の中で清書した履歴書を試験のかわりとして評価する
（２）小テストを意欲点として評価する　　　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

履歴書 ○

小テスト ◎ 20%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： 〇 実習： 実技： △

氏名の練習をしておくこと

ペン字の基本－平仮名・数字 楷書体の練習をしておくこと

履歴書－履歴書の書式 履歴書の必要事項を調べておくこと

履歴書－履歴書の練習 履歴書の下書きを仕上げておくこと

履歴書－履歴書の清書 履歴書のペン書きをしておくこと

目標

◎ 80%

科目名 ペン字Ⅱ

科目名（英） Pennmanship　Ⅱ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 こども未来学科３年

授業概要
・保育者として、日常生活における硬筆書写の一般の知識・理解を深め、業務遂行時に実践できる基礎力を
習得する
・正しいペンの持ち方・姿勢を守り書写する事により集中力をつける

学習目標
（到達目標）

実用書－手紙文を書く 履歴書の清書を提出出来るようにする

実用書－掲示物を書く お礼状を仕上げておく事

実用書－はがきの書式 はがきを持参しておくこと

正しい言葉遣いで自分の履歴書を書く事が出来る

書式に従って、美しい文字で書写する事が出来る

正しいペンの持ち方・姿勢で書写する事が出来る

集中力を持って取り組む事が出来る

授業項目・内容 授業外学修指示

ペン字の基本－氏名・漢字楷書体

担当者実務経験

入江　陽子

書道講師38年

１単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

中畔　政憲

介護老人保健施設にて
介護福祉士として勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期

保育に関する時事ニュースを自ら関心を持ってみることができ、現場の現状を考えることができる

授業項目・内容 授業外学修指示

保育に関する時事ニュース①

◎

科目名 一般教養Ⅲ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要
・保育に関する時事ニュースに興味関心を持ち、現場で何が問題となっているのか、今後現場がどのように変
わっていくのかを考えていく

学習目標
（到達目標）

保育に関する時事ニュース⑥ 気になるニュースを各自調べておく

保育に関する時事ニュース⑦ 気になるニュースを各自調べておく

レポート作成

80%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技：

保育に関する時事ニュース② 気になるニュースを各自調べておく

保育に関する時事ニュース③ 気になるニュースを各自調べておく

保育に関する時事ニュース④ 気になるニュースを各自調べておく

保育に関する時事ニュース⑤ 気になるニュースを各自調べておく

目標

履修上の注意 出席が6回に満たない場合は、単位を付与しない。

評価方法

授業最終回に「保育現場が置かれている現状、働くうえで何を気を付けるべきか、今後の保育現場の展望」など
をテーマにレポートを提出
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート

授業態度 ◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎

○ ○

◎

◎ 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 正試験を行う代わりに授業の取り組み方、提出物、発表回数・内容などで評価を行います

評価方法

（１）提出物の内容（日誌も含む）（２）授業中の発表・意欲・態度（３）実習評価　（４）出席
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

提出物 〇

発表・意欲・態度 〇 ◎ 20%

教科書の当該範囲を読んでおく

宿泊の実習について　　　宿泊時のマナー　実習生の立場と心構え
教科書の当該範囲を読んでおく

児童養護施設について① 教科書の当該範囲を読んでおく

児童養護施設について② 教科書の当該範囲を読んでおく

入所しているこども達について　① 教科書の当該範囲を読んでおく

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

実習日誌の書き方について

教科書の当該範囲を読んでおく

実習　シュミレーション　（ケース検討）

実習シュミレーション①　（守秘義務　ケースについて）

〇 30%

まとめ　実習直前指導

実習日誌の書き方について② 実習日誌持参

教科書の当該範囲を読んでおく

その他の児童福祉施設について②

科目名 児童福祉施設実習指導Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

実習評価

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

新訂　知りたいときにすぐわかる　幼稚園・保育所・児童福祉施設等実習ガイド　第２版/　石橋裕子・林幸範
著

その他の児童福祉施設について

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要

児童福祉施設の実習に必要な事前学習を行い、日誌の記入の仕方の習得、入所児の理解、施設の概要の理
解を行い実践の場でもある単位実習に繋げる学習にする。また、就職年次の学年の実習として位置づけてい
る為、保育者となる上での児童福祉の理解、そこで働く保育者の想いに触れる実習にとする為の事前学習の
場とする。

学習目標
（到達目標）

入所しているこども達について②　試し行動・愛着について 教科書の当該範囲を読んでおく

児童発達センターについて 教科書の当該範囲を読んでおく

実習で使われる福祉用語について 教科書の当該範囲を読んでおく

目標

実習に必要な児童福祉施設の理解（施設概要の理解・対象児・職員の職種）が出来る。

施設実習に必要な日誌の書き方、考察の仕方の習得を行う

児童福祉施設の施設の種類や目的が説明出来る

施設実習に行くにあたってのマナーやルールを理解し、意欲を持って実習に臨む姿勢を身に着ける

出席 〇 20%

実習日誌持参

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　　実習施設発表　　2年生までの復習

〇 30%

担当者実務経験

上村　仁美 　　 

児童養護施設にて保育士として勤務

２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期

目標

現代社会のありようを理解したうえで保育所の社会的役割について説明することが出来る。

保育所保育指針の改定を受け保育者の役割を正しく理解する。

各地域における地域性を理解し、保育の特色、特性、役割を理解する。

自身の知識、経験を活用し個性ある教材研究を行う。

授業項目・内容 授業外学修指示

授業オリエンテーション　保育実習Ⅲの目的について

◎ ◎ ○ 30%

◎

科目名 保育園実習指導Ⅲ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

研究への取り組み

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども未来学科3年

授業概要
いままでの教育実習、保育実習、施設実習での経験をもとに、より実践的な学びへと昇華し、学びの中で自身
が保育者として現場で働くという視点に重きを置き、保育のみならずクラス担任としての業務や職員間、小学
校、地域、家庭との連携などより広い視野を持った実習を行えるよう知識、技術の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

教材研究 教材研究に必要な道具を揃えておくこと

教材研究 教材研究に必要な道具を揃えておくこと

教材研究

◎ 50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

保育実習Ⅰの日誌に目を通し自身の実習を振り返る
こと

保育実習Ⅰの実習評価と振り返り、保育実習Ⅲの目標設定

保育所の社会的役割と保育者に求められるもの

地域における保育の特色と特性 様々な教材を調べ自身の研究アイデアをイメージして
おくこと

教材研究概要について 教材研究に必要な道具を揃えておくこと

履修上の注意 出席が6回に満たないものに単位の取得は認めない

評価方法

①授業態度　②提出物　③研究への取り組み以上を下記の観点・割合で評価する。成績評価基準は、S（90点以
上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業態度・発表 ○

提出物 ◎ ◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 2/3以下の出席状況にて、単位習得不可とする。

評価方法

評価は以下の通りとする。
成績評価基準はS（90点以上）、A（80点以上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

論文審査 ◎

取り組む態度 ○ ○ ◎ 10%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技：

論文の構想（単著にするか共著にするか）

先行論文研究

先行論文研究

先行論文研究

目標

○ 70%

科目名 卒業論文Ⅰ

科目名（英） Graduation Thesis Ⅰ

単位数 担当者

実施年度

プレゼンテーション力

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 こども未来学科　3年

授業概要

3年間の学修に基づき、興味のあるテーマについて実践と理論を結び付け、エビデンスを基に科学的に論じる
方法を学ぶ。単著とするか共著とするかは、学生が選択する。

学習目標
（到達目標）

先行論文研究

先行論文研究

先行論文研究

○ ◎ ○ 20%

○

証明したいことがらについて論理的に述べることができる。

論文の中において、説得性のある資料提示ができる。

論文の構成について構想することができる。

共著とする場合、分担しながら協力して作業を進めることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

◎ ◎

◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が３分２以上なければ単位習得不可とする

評価方法

（１）授業の出席　（２）授業に対しての意欲・関心・態度　以上を以下の観点・割合で評価する。評価を行う成績評
価基準は、S（90点以上）A（80点以上）B（７０点以上）C（60点以上）D（59点以下とする）

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業の出席

意欲・関心・態度 ○ 50%

就職試験について

就職試験対策②

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技：

求職票を持参する

求職票受付面接について② 求職票を持参する

就職活動の流れについて 就職ノートを持参する

作文教室

働く事について考える

目標

就職試験対策③

就職試験対策④

○ ○ 50%

就職試験対⑤　まとめ

科目名 就職実務Ⅱ

科目名（英） employment practical affairs Ⅱ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

就職ガイドブック

就職試験対策①

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要
就職活動に伴う意欲・心構えの向上を目指し、就職への意識を高める。就職活動に必要な求職票受付面接へ
の指導や、履歴書の作成の仕方、社会人としてのマナーの学習や今後の人生設計や社会人生活について深
く考える

学習目標
（到達目標）

保育フェアについて（6月上旬）

福岡市保育協会講話（６月下旬）

履歴書作成① 履歴書を用意する

求職票受付面接に合格する。また、受験に必要な際の求職票を完成させる事が出来る

何の為に働くのか何故、この職種につきたいかなど自分の就職に対しての考えを明確にする事が出きる

就職活動に関する一連の流れを理解する事ができる

履歴書を用意する

授業項目・内容 授業外学修指示

求職票受付面接について①

履歴書作成②

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ ○

◎ ○ ○

◎

◎ ◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 オペレッタの担当の学生を中心に練習・制作計画を提出してもらい準備・実践を行っていく。

評価方法

①練習への取り組み・意欲②各自の役割に対しての取り組み③作品の完成度などから以下の観点で評価を行
う。評価を行う成績評価基準は、S（90点以上）A（80点以上）B（７０点以上）C（60点以上）D（59点以下とする）

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

意欲・関心・態度

実践への取り組み ◎ 30%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： ○ 実習： 実技：

放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習　　　大道具　小道具製作 放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習　　　衣装製作 放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習 放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習　　　通し稽古 放課後等利用して練習すること

目標

◎ 50%

科目名 オペレッタⅡ

科目名（英） OperettaⅡ

単位数 担当者

実施年度

作品の完成度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 こども未来学科　３年

授業概要
これまでの学校の授業で習得した保育の知識・技術を活用しながら、小学生を対象とした創作劇の制作・発表
の実践を経験する事により、保育の現場に出た時の表現力・企画力に繋げる。また、クラスで時間を掛け一つ
の劇を作り上げていく過程から、チーム力・協働性などを身につけ、３年間の集大成の一つの行事とする。

学習目標
（到達目標）

オペレッタ制作　練習　　　通し稽古 放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習　　　音響 放課後等利用して練習すること

オペレッタ制作　練習　　　小学校での達稽古に向けて 放課後等利用して練習すること

○ ○ 20%

3年間の集大成としてのオペレッタ発表に必要な道具・衣装を完成させる

こども達の年齢にふさわしい題材・内容にあったオペレッタの練習を行い完成させる

クラスで協力し、オペレッタの製作を通してクラスの団結力を養う

学生が主体となり、それぞれが自分の役割を全うし、オペレッタを完成する事が出来る

授業項目・内容 授業外学修指示

オペレッタ制作　練習　　２年生までの進捗状況確認

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

前期


